
【第1日目】4月10日（水）
第1会場

特別講演  10:45～11:45
司会：寺師　浩人（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学）

SL オスとメス、男と女のすれ違い
 竹内　久美子（動物行動学研究家　エッセイスト）

特別講演
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【第2日目】4月11日（木）
第1会場

文化講演  10:45～11:45
司会：田中　克己（長崎大学医学部　形成外科学教室）

 さかなクンのギョギョッとびっくりお魚の話
 さかなクン　（国立大学法人東京海洋大学　名誉博士／客員教授）

文化講演
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共通講習 3  14:25～15:25
司会：森本　尚樹（京都大学医学部附属病院　形成外科）

医療安全
CL3 医療安全文化を醸成するとは？
 小林　和幸（神戸大学医学部附属病院　医療の質・安全管理部）

第5会場

共通講習 4  16:05～17:05
司会：貴志　和生（慶應義塾大学病院　形成外科）

その他（統計）
CL4 データから集団の本質を知る―エクセルで挑むデータ解析―
 武川　公（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学）

【第3日目】4月12日（金）
第1会場

共通講習 1  10:45～11:45
司会：清川　兼輔（久留米大学医学部　形成外科・顎顔面外科）

感染
CL1 感染症について
 岩田　健太郎（神戸大学大学院医学研究科 感染治療学）

共通講習 2  13:15～14:15
司会：久保　盾貴（大阪大学医学部附属病院　形成外科）

医療倫理
CL2 患者の「最善の利益」とは何か
 田代　志門（東北大学大学院文学研究科　社会学専攻分野）

共通講習
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教育講演 3  14:25～15:25
司会：朝戸　裕貴（獨協医科大学　形成外科）

EL3 頭頸部外科に魅せられ、形成外科に支えられ
 丹生　健一（神戸大学大学院医学研究科　耳鼻咽喉科頭頸部外科学）

第2会場

教育講演 4  9:00～9:30
司会：田中　里佳（順天堂大学医学部附属順天堂医院　形成外科）

EL4 足病患者に対する内科医そして血行再建医としての挑戦
 飯田　修（大阪警察病院　循環器内科）

教育講演 5  9:30～10:00
司会：田中　里佳（順天堂大学医学部附属順天堂医院　形成外科）

EL5 日本における CLTI の実情と未来
 高原　充佳（大阪大学大学院医学研究科　糖尿病病態医療学寄附講座）

【第1日目】4月10日（水）
第1会場

教育講演 1  13:15～13:45
司会：櫻井　裕之（東京女子医科大学病院　形成外科）

EL1 頭頸部再建（下顎、舌、咽頭）～形成外科が頭頸部再建を続けるために必要なこと～
 石田　勝大（東京慈恵会医科大学　形成外科学講座）

教育講演 2  13:45～14:15
司会：櫻井　裕之（東京女子医科大学病院　形成外科）

EL2 頭蓋～中顔面再建について
 元村　尚嗣（大阪公立大学大学院　医学研究科形成外科学）

教育講演
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教育講演 6  10:05～10:35
司会：中川　雅裕（浜松医科大学医学部附属病院　形成外科）

EL6 鼻中隔外鼻形成術の基礎
 宮脇　剛司（東京慈恵会医科大学附属病院　形成外科／東京慈恵会医科大学附属病院　鼻中隔外鼻クリニック）

教育講演 7  16:05～16:35
司会：岡崎　睦（東京大学医学部附属病院　形成外科）

EL7 口腔外科医が形成外科医に期待すること
 明石　昌也（神戸大学大学院医学研究科　口腔外科学）

教育講演 8  16:40～17:10
司会：松村　一（東京医科大学病院　形成外科）

EL8 CLAP がニッポンの骨髄炎治療の未来を変えうるか
 圓尾　明弘（兵庫県立はりま姫路総合医療センター　整形外科）

第4会場

教育講演 9  9:35～10:05
司会：古川　洋志（愛知医科大学病院　形成外科）

EL9 体験する手外科・先天異常編凝縮版　―一般形成外科医に知ってほしいこと―
 鳥谷部　荘八（国立病院機構仙台医療センター　形成外科手外科）

教育講演 10  10:05～10:35
司会：古川　洋志（愛知医科大学病院　形成外科）

EL10 手外傷の実際
 髙木　信介（昭和大学病院　形成外科）

第5会場

教育講演 11  13:15～13:45
司会：亀井　譲（名古屋大学医学部附属病院　形成外科）

EL11 乳房再建（人工物）
 奥村　誠子（愛知県がんセンター　形成外科部）
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【第2日目】4月11日（木）
第1会場

教育講演 13  15:10～15:40
司会：垣淵　正男（兵庫医科大学病院　形成外科）

EL13 顔面神経不全麻痺（不完全治癒・後遺症）の診療
 橋川　和信（名古屋大学大学院　医学系研究科　形成外科学）

教育講演 14  15:40～16:10
司会：髙木　誠司（福岡大学病院　形成外科）

EL14 眼瞼下垂の診断と治療　～若手医師が知っておきたい留意点～
 清水　雄介（琉球大学大学院医学研究科　形成外科学講座）

教育講演 12  13:45～14:15
司会：亀井　譲（名古屋大学医学部附属病院　形成外科）

EL12 自家組織乳房再建　＜ gold standard である DIEP flap を習得する >
 奥村　興（神鋼記念病院　形成外科）

第4会場

教育講演 15  9:00～9:30
司会：門松　香一（昭和大学医学部　形成外科学講座）

EL15 長期結果から考える口唇裂治療の原則
 杠　俊介（信州大学医学部　形成再建外科学教室）

教育講演 16  9:30～10:00
司会：大守　誠（淀川キリスト教病院　形成外科・小児形成外科）

EL16 歯科診療所における言語聴覚士の口蓋裂言語への関わり
 西田　友紀（卓 familie 歯科・矯正歯科）
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教育講演 17  10:10～10:40
司会：杠　俊介（信州大学医学部　形成再建外科学教室）

EL17 難治脈管腫瘍・脈管奇形に対する薬物療法
 小関　道夫（岐阜大学大学院医学系研究科　小児科学）

【第3日目】4月12日（金）
第2会場

教育講演 18  10:45～11:15
司会：赤松　正（東海大学医学部付属病院　形成外科）

EL18 頭蓋縫合早期癒合症について知っておくべきこと
 三川　信之（千葉大学大学院医学研究院　形成外科学）

教育講演 19  11:15～11:45
司会：山本　有平（北海道大学医学部　形成外科）

EL19 耳介先天異常
 小山　明彦（福島県立医科大学　形成外科）

教育講演 20  13:15～13:45
司会：秋元　正宇（日本医科大学付属千葉北総病院　形成外科）

EL20 もう 1 人勤務はいやだ・・・とお悩みの方へ、一緒に AI を開発しませんか？
 松本　健吾（社会医療法人敬和会大分岡病院）

教育講演 21  13:45～14:15
司会：八巻　隆（東京女子医科大学附属足立医療センター　形成外科）

EL21 静脈性下肢潰瘍に対する診断と治療：静脈圧迫処置による保存療法から侵襲的治療まで
 孟　真 1）、2）、3）、4）

 1）日本静脈学会、2）横浜南共済病院　心臓血管外科、3）並木クリニック、4）横浜市立大学外科治療学
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教育講演 22  14:25～14:55
司会：林　礼人（横浜市立大学医学部　形成外科）

EL22 形成外科医に知ってほしい皮膚病理の基本
 高井　利浩（兵庫県立がんセンター　皮膚科）

教育講演 23  14:55～15:25
司会：林　礼人（横浜市立大学医学部　形成外科）

EL23 皮膚悪性腫瘍の治療の考え方：診断、切除および再建について
 林　利彦（旭川医科大学　形成・再建外科）

第4会場

教育講演 24  9:00～9:30
司会：上村　哲司（佐賀大学医学部附属病院　形成外科）

EL24 アメリカの足病医療とその特徴　～地面に接して機能する「足」を診る～
 泉　有紀（東京大学医学系研究科　医学教育国際研究センター　医学教育国際協力学）

教育講演 25  9:30～10:00
司会：上村　哲司（佐賀大学医学部附属病院　形成外科）

EL25 未来の足病を診る形成外科医師と義肢装具士の皆様へ　～過去 20 年を振り返って～
 大平　吉夫（日本フットケアサービス株式会社）

教育講演 26  14:55～15:25
司会：関堂　充（筑波大学病院　形成外科）

EL26 再建を要する脳神経外科関連の疾患 - 形成外科の先生方と協働で治療にあたる -
 魚住　洋一（神戸大学大学院医学研究科　脳神経外科学）

第5会場

教育講演 27  10:45～11:15
司会：大浦　紀彦（杏林大学　形成外科）

EL27 創傷医療とリハビリテーションの未来
 前重　伯壮（神戸大学大学院保健学研究科リハビリテーション科学領域）
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教育講演 28  11:15～11:45
司会：橋本　一郎（徳島大学病院　形成外科）

EL28 創傷管理に特化した看護師の切り開く未来
 溝上　祐子（東京医療保健大学大学院医療保健学研究科　プライマリケア看護学領域）
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特別企画

【第1日目】4月10日（水）
第4会場

特別企画  9:00～9:30
司会：宮脇　剛司（東京慈恵会医科大学　形成外科）

SP  令和 5 年度厚生労働科学特別研究事業：HIFU 施術における人体への侵襲性に関する研究：
中間報告

 河野　太郎（東海大学　医学部外科学系　形成外科学）
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シンポジウム

第1会場

シンポジウム 1  9:00～10:30 司会：佐武　利彦（富山大学　形成再建外科・美容外科）
冨田　興一（近畿大学　形成外科）　　　　　　

ニッポンの形成外科医に乳房再建の未来を託す
S1-Key keynote lecture
 冨田　興一（近畿大学医学部　形成外科）

S1-1 ニッポンにおける乳房再建とその未来～大都市と地方の格差を減らすために～
 佐武　利彦（富山大学　形成再建外科・美容外科）

S1-2 乳房再建の未来のために今すべきこと
 寺尾　保信（都立駒込病院　形成再建外科）

S1-3 本邦と自施設における乳房再建の課題と今後の展望
 森　弘樹（東京医科歯科大学　形成・再建外科学分野）

S1-4 乳房再建の未来を託す：乳房再建はどこへ向かっているのか
 矢野　智之（公益財団法人がん研究会有明病院　形成外科）

S1-5 ニッポンが目指したい乳房再建の未来の姿
 素輪　善弘（自治医科大学　形成外科）

シンポジウム 2  15:35～17:05 司会：大浦　紀彦（杏林大学　形成外科）
菊池　守（下北沢病院　形成外科）　

ニッポンの形成外科へ足病の未来を託す～足病患者の救肢の限界に挑む～
S2-Key 足病患者の救肢の限界に挑む
 大浦　紀彦（杏林大学　形成外科）

S2-1 CLTI 患者の下肢救済：形成外科と血管外科のチーム医療
 林　利彦（旭川医科大学　形成・再建外科学講座）

S2-2 EVT と連携した形成外科的アプローチ
 辻　依子（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学分野足病医学部門）

S2-3 形成外科医が考える足病の「包括的」感染コントロール
 齋藤　順平（埼玉医科大学病院　形成外科・美容外科）

S2-4 救肢のための補助療法　適応と実際
 古川　雅英（大分岡病院　創傷ケアセンター　形成外科）

S2-5 歩行を守るための surgical offloading
 菊池　恭太（下北沢病院　足病総合センター）
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第2会場

シンポジウム 3  14:25～15:55 司会：小室　裕造（帝京大学　形成・口腔顎顔面外科・美容外科）　 　　　　
原岡　剛一（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学／RE_CELL�CLINIC）

ニッポンの美容外科の未来のために、われわれがなすべきこと　Ⅰ
S3-Key keynote lecture
 原岡　剛一（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学／ RE_CELL CLINIC）

S3-1 生涯研修医の体験から、明日へのキーワード
 大竹　尚之（松倉クリニック代官山大竹ラボ）

S3-2 非嫡出子
 菅原　康志（リラ・クラニオフェイシャル・クリニック）

S3-3 形成外科専門医として、これからのニッポンの美容外科に貢献できるか
 斎藤　隆文（聖路加国際病院／加藤クリニック麻布）

S3-4 形成外科医と美容外科医を両立するには
 犬飼　麻妃（藤田医科大学ばんたね病院　形成外科・美容外科）

S3-5 魅力的な美容外科とアカデミアとしての形成外科としての互助
 山本　崇弘（コントアクリニック東京）

第5会場

シンポジウム 4  9:00～10:30 司会：細川　亙（大阪みなと中央病院）　　 　
佐藤　誠（兵庫県立西宮病院　形成外科）

社会科学と交わる形成外科、社会と繋がる形成外科医　engage in society, commit to public welfare
S4-Key keynote lecture
 佐藤　誠（兵庫県立西宮病院　形成外科）

S4-1 社会の目を持って医療を見る
 細川　亙（独立行政法人地域医療機能推進機構大阪みなと中央病院）

S4-2 形成外科の倫理的・社会的価値
 恋水　諄源（京都第二赤十字病院　形成外科）

S4-3 形成外科医が解決できる社会課題は何か
 佐藤　智也（埼玉医科大学医学部　形成外科）

S4-4  社会的共通資本（Social Common Capital）としての形成外科　ー公平な資源の配分に
むけてー

 佐藤　誠（兵庫県立西宮病院　形成外科）

S4-5 日本の形成外科ー海外との比較ー
 小川　令（日本医科大学　形成外科）

− 50 −

The 67th Annual Meeting of Japan Society of
Plastic and Reconstructive Surgery



シンポジウム 5  14:25～15:55 司会：櫻庭　実（岩手医科大学　形成外科）
林田　健志（島根大学　形成外科）　

ニッポンの形成外科へ放射線性障害の未来を託す
S5-Key keynote lecture
 林田　健志（島根大学　形成外科）

S5-1 「被ばく医療」から考える放射線皮膚障害の新規治療戦略
 西條　広人（長崎大学病院 形成外科／長崎大学　原子力災害対策戦略本部）

S5-2 放射線障害による線維化を改善できるか
 林田　健志（島根大学 医学部 形成外科）

S5-3 放射線性顎骨壊死の現在と未来
 楠元　順哉（神戸大学大学院医学研究科　外科系講座口腔外科学分野）

S5-4 放射線障害の発生要因・機序解明と脂肪由来プロダクトの予防・治療効果
 素輪　善弘（自治医科大学　形成外科）

S5-5 QOL 改善を目指した頭頸部放射線障害に対する再建手術
 松本　洋（岡山大学病院　頭頸部がんセンター　形成再建外科）

S5-6  放射線照射された乳房温存療法後の変形に対する自己培養脂肪組織由来間葉系幹細胞を用
いた治療の臨床研究

 堂後　京子（帝京大学医学部　形成・口腔顎顔面外科）

【第2日目】4月11日（木）
第1会場

シンポジウム 6  9:00～10:30 司会：松﨑　恭一（国際医療福祉大学　形成外科）
榊原　俊介（神戸大学　形成外科）　　 　

現代の創傷治療を未来に繋ぐ～材料・デバイス～
S6-Key keynote lecture
 松﨑　恭一（国際医療福祉大学　形成外科）

S6-1 ヒト羊膜使用組織治癒促進用材料を用いた創傷治療
 辻　依子（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学分野足病医学部門）

S6-2 ブタ小腸粘膜下組織由来細胞外マトリックスグラフトが創傷治癒に果たす役割と今後の展望
 緒方　英之（東邦大学医療センター佐倉病院　形成外科）

S6-3 難治性創傷に対する自家多血小板血漿（PRP）ゲル治療
 大浦　紀彦（杏林大学　形成外科）

S6-4 在宅で活用可能なメンテナンスデブリードマンデバイス
 木下　幹雄（医療法人社団心愛会 TOWN 訪問診療所）

S6-5 NPWT の限界へ挑戦と今後の展望ー NPWT の目的・適応・ポテンシャルについて考える
 三浦　隆洋（北海道大学大学院医学研究院　形成外科学教室）

S6-6  切開創局所陰圧閉鎖処置機器と開放ドレーンとの併用療法の SSI 予防に対する有効性につ
いて

 守永　圭吾（久留米大学　形成外科・顎顔面外科学講座）
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第2会場

シンポジウム 7  9:00～10:30 司会：矢澤　真樹（慶應義塾大学　形成外科）　　　　　 　
橋川　和信（名古屋大学大学院医学系研究科形成外科学）

ニッポンのイノベーションに形成外科の未来を託す［Preziセッション］
S7-Key ニッポンのイノベーションに形成外科の未来を託すために
 橋川　和信（名古屋大学大学院医学系研究科形成外科学）、矢澤　真樹（慶應義塾大学形成外科）

S7-1 Innovate yourself - 新技術の波に乗ろう
 梶田　大樹（慶應義塾大学医学部　形成外科）

S7-2 「かたち」の把握で広がるミライ
 勝部　元紀（京都大学 大学院医学研究科 形成外科学）

S7-3 在宅医療から災害現場まで、遠隔で届ける形成外科診療
 松本　健吾（社会医療法人 敬和会 大分岡病院 創傷ケアセンター）

S7-4  国立がん研究センター東病院形成外科における国内医療機器開発および海外医療機器ベン
チャーとの協力体制

 古瀬　貴一（国立がん研究センター東病院　形成外科）

S7-5 Super-Microsurgery ロボットの開発と、未来ビジョン
 ～自由闊達にして愉快なる研究開発チームの構築～
 三原　誠（むくみクリニック）

第5会場

シンポジウム 8  9:10～10:40 司会：秋田　新介（千葉大学医学部　形成外科）　
古川　洋志（愛知医科大学病院　形成外科）

ニッポンの形成外科医にリンパ浮腫を託す
S8-Key ニッポンの形成外科医にリンパ浮腫を託せるか
 秋田　新介（千葉大学医学部　形成外科）

S8-1 最も効果的な外科的リンパ系再構築を考える－ oncoplastic surgeon の視点から
 前田　拓（北海道大学大学院医学研究院　形成外科学教室）

S8-2 ニッポンがリードする世界最先端の LVA
 林　明辰（亀田総合病院リンパ浮腫センター）

S8-3 機能的なリンパ流再建を目指す！
 品岡　玲（岡山大学 むくみを科学する先進リンパ学講座／岡山大学病院 形成外科）

S8-4 私が考えるリンパ浮腫治療における形成外科医の立ち位置
 塗　隆志（大阪医科薬科大学　形成外科）

S8-5 From Microsurgery to Macro Impact: Big Picture of Lymphedema Management
 大西　文夫（埼玉医科大学総合医療センター　形成外科・美容外科）
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シンポジウム 9  15:00～16:10 司会：小室　裕造（帝京大学　形成・口腔顎顔面外科・美容外科）　　 　　　
原岡　剛一（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学／RE_CELL�CLINIC）

ニッポンの美容外科の未来のために、われわれがなすべきこと　Ⅱ
S9-1 「どうせ美容に行くんでしょ」と言わない形成外科教室が勝つ時代
 山脇　孝徳（YOUR FACE CLINIC）

S9-2 保険診療と自由診療の壁　　技術や情報の連携
 田中　真輔（城本クリニック　新宿院）

S9-3 非形成外科出身美容外科医の苦悩と、形成外科医が牽引する美容外科業界の未来への期待
 小川　英朗（城本クリニック　福岡院）

S9-4 ニッポンの美容外科の未来のために、われわれがなすべきこと
 ～病院での美容外科運営 20 年間からの一考察～
 華山　博美（神戸ほくと病院）

【第3日目】4月12日（金）
第1会場

シンポジウム 10  15:35～17:05 司会：鍵本　慎太郎（がん研有明病院　形成外科）　　　
藪野　雄大（日本医科大学多摩永山病院　形成外科）

ニッポンの形成外科を若手形成外科医に託す
S10-Key ニッポンの形成外科を若手形成外科医に託す　～形成外科のこれまでとこれから～
 鍵本　慎太郎（がん研究会有明病院　形成外科）

S10-1 『形成外科道』道半ば～未来への架け橋を目指して～
 上田　美怜（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学）

S10-2 社会人・医師・形成外科医・研究者に必要な常識の学習過程
 美馬　俊介（徳島大学大学院医歯薬学研究部　形成外科学）

S10-3 不器用だからこそ伝えられる手術手技研鑽の tips
 ～新時代の形成外科をサステナブルに生き抜く～
 川上　沙織（防衛医科大学校　形成外科）

S10-4 Orthoplastic Surgery に魅せられて
 伊師　森葉（東北大学大学院医学系研究科　形成外科学分野）

S10-5 形成外科の新しい景色：在宅医療という選択
 久場　良吾（ろかい在宅クリニック）
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第2会場

シンポジウム 11  9:00～10:30 司会：佐々木　了（斗南病院　形成外科）
野村　正（神戸大学　形成外科）　

ニッポンの形成外科へ血管腫・脈管奇形の未来を託す　徹底討論、これからの血管腫・脈管奇形治療
S11-Key 血管腫・脈管奇形に対する治療法の変遷と今後への期待
 佐々木　了（国家公務員共済組合連合会　斗南病院　形成外科）

S11-1 顔面の毛細血管奇形に対する色素レーザー治療の長期成績とこれからの治療
 石川　耕資（北海道大学大学院医学研究院　形成外科学教室）

S11-2 静脈奇形治療の現状と未来
 尾崎　峰（杏林大学医学部　形成外科）

S11-3 リンパ管奇形に対する治療戦略 ～これまでとこれから～
 林　礼人（横浜市立大学医学部　形成外科）

S11-4 動静脈奇形治療の未来を見据えて
 武田　玲伊子（神戸大学大学院医学研究科　形成外科学）

S11-5 クリッペル・トレノネー症候群（KTS）の現状と未来に望むこと
 永井　史緒（信州大学医学部　形成再建外科学教室）

シンポジウム 12  15:35～17:05 司会：今井　啓道（東北大学　形成外科）　　 　
寺尾　保信（都立駒込病院　形成再建外科）

医科歯科コラボレーション　ニッポンの顎顔面外科へ未来を託す
S12-1 顎骨再建の未来を作る医科歯科コラボレーション
 黒沢　是之（東北大学大学院医学系研究科　形成外科学分野）

S12-2 顎顔面再建治療における多職種チームアプローチ
 佐藤　奈央子（東北大学病院）

S12-3 口腔外科と形成外科のコラボレーションが作る未来
 宮脇　剛司（東京慈恵会医科大学　形成外科）

S12-4 AOCMF から学ぶ顎顔面外科の未来　―医科歯科が補完し合う教育と体制を目指して―
 竹信　俊彦（大阪歯科大学　口腔外科学第二講座）

S12-5 未来を作る口唇口蓋裂診療における形成外科、歯科口腔外科、矯正歯科のコラボレーション
 石田　有宏（沖縄県立南部医療センター・こども医療センター　頭蓋顎顔面センター　形成外科）

S12-6 「未来を作る医科歯科コラボレーション」
 頭蓋顎顔面センターにおける歯科口腔外科の役割について
 新垣　敬一（沖縄県立中部病院　歯科口腔外科）
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第4会場

シンポジウム 13  10:10～11:40 司会：元村　尚嗣（大阪公立大学　形成外科）
牧口　貴哉（群馬大学　形成外科）　　

ニッポンの形成外科医に再建外科の未来を託す
S13-Key 「ニッポンの若手形成外科医にがん切除後再建の未来を託す」
 ～エキスパートから若手医師へ慈愛を込めて～
 牧口　貴哉（群馬大学　形成外科）

S13-1 歯科医師との口腔顎顔面再建
 去川　俊二（埼玉医科大学国際医療センター　形成外科）

S13-2 頭頸部領域において再建外科が質の高い貢献を続けるにはどうすればいいか
 橋川　和信（名古屋大学大学院医学系研究科　形成外科学）

S13-3 皮膚腫瘍外科の展望
 ～完全切除、最小の侵襲、機能、整容を兼ね備えた最良の皮膚癌の再建を目指す～
 吉龍　澄子（国立病院機構大阪医療センター　形成外科）

S13-4 ニッポンの乳房再建の未来を考える －若手育成と理想的な乳房再建の探求－
 冨田　興一（近畿大学医学部　形成外科）

S13-5 臨床の中にテーマを：再建外科領域における基礎研究のヒントとコツ
 覚道　奈津子（関西医科大学　形成外科学講座）
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日本サルコーマ治療研究学会とのコラボ企画

【第2日目】4月11日（木）
第2会場

日本サルコーマ治療研究学会とのコラボ企画  14:40～16:10
司会：元村　尚嗣（大阪公立大学　形成外科）　　

林　礼人（横浜市立大学医学部　形成外科）

形成外科医が知っておくべきサルコーマ治療の最前線−それぞれの立場から−
1 肉腫／サルコーマ－集学的治療の最前線
 川井　章（国立がん研究センター中央病院　骨軟部腫瘍・リハビリテーション科）

2 四肢・四肢帯サルコーマ治療の最前線～整形外科医の立場から
 西田　佳弘（名古屋大学医学部附属病院　リハビリテーション科）

3 後腹膜・腹腔内サルコーマ治療の最前線　外科医の立場から
 横山　幸浩（名古屋大学　消化器・腫瘍外科　希少がんセンター）

4 サルコーマ患者の精神的 care の最前線～精神科医の立場から
 清水　研（がん研有明病院　腫瘍精神科）

5 形成外科医が知っておくべきサルコーマの薬物治療
 南　博信（神戸大学大学院医学研究科　腫瘍・血液内科）

6 形成外科医が知っておくべきサルコーマ治療の最前線－形成外科医の立場から－
 小島　空翔（大阪公立大学　形成外科）

7 サルコーマ切除後再建の最前線～形成外科医の立場から
 赤澤　聡（国立がん研究センター中央病院　形成外科）

− 56 −

The 67th Annual Meeting of Japan Society of
Plastic and Reconstructive Surgery


